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1.発生動向 3.栗原支所より
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栗原支所管内定点数：＃は３施設。それ以外は２施設

２．施設対応状況   （過去２週間における支所対応状況）

-

＊「1.発生動向」の解釈について

・上段は圏域全体で一週間に診断した患者数
・下段は一つの定点（医療機関）において一週

間に診断した患者数
・下段の定点当たりの数値を表右側の判断基

準と照らし合わせて評価してください。
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上段は発生患者数、下段は定点当たり
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備考 溶血性連鎖球菌感染症

施設区分 保育所 高齢者・障害者施設 医療機関
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宮城県大崎保健所栗原支所　感染症発生動向調査情報
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対応状況 〇 ー ー

◎：複数対応中、〇：対応施設あり、ー：対応無し
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【 定点把握対象疾患 】

• インフルエンザが増加傾向です。

• 新型コロナウイルス感染症の発生は横ばいです。

• 感染性胃腸炎は横ばいです。

• 水痘が発生が継続しています。

• 手足口病の発生増加傾向です。感染対策に努めましょう。

【 集団発生情報 】

保育所において溶血性連鎖球菌感染症の発生がありました。感

染対策に努めましょう。

【 感染症コラム ～HIV予防up to date～】

• ・HIVの予防策は１つではなく、複数の予防策を組み合わせた

「Combination Prevention」(コンビネーション予防)が世

界的な標準となっています。

• 予防策の一つとして注目されているのがＰｒＥＰ（Ｐｒｅ Ｅｘｐｏｓ

ｕｒｅ Ｐｒｏｐｈｙｌａｘｉｓ：曝露前予防、プレップ）です。ＰｒＥＰは、

ＨＩＶに感染していない人が、性交渉をする前から抗ＨＩＶ薬を

内服し、ＨＩＶ感染のリスクを減らす方法です。

• ・ＰｒＥＰは、毎日 1回1錠内服するデイリーＰｒＥＰと、性交渉の

前後を挟み複数回に分けて内服するオンデマンドＰｒＥＰの2つ

があります。

• ＰｒＥＰの開始前、開始後には3か月毎のＨＩＶ検査と診察が必

要です。また、使用する抗ＨＩＶ薬の副作用やＢ型肝炎に感染し

ている場合の注意の必要性から、腎機能および肝機能の検査

も必要です。

• ＰｒＥＰに用いられる抗ＨＩＶ薬、ツルバダ配合錠が2024年8

月28日に薬事法で承認されました。

• 国内外でのＰｒＥＰの利用者は増加の一途を辿っており、ＨＩＶ

感染のリスクが高い人たちが無理なく安全にＰｒＥＰを継続で

きる仕組みづくりが求められています。

（コラム提供：やまと在宅診療所栗原の土屋院長先生）
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